
まちづくり計画部市街地整備課

第5回 令和3年10月24日（日）9:30〜12:30

まもなく開始します

鎌倉市本庁舎等整備

市民対話ワークショップ



お知らせ
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■お知らせ

・ワークショップ中はマスクの着用をお願いし
ます。

・体調がすぐれない方は事務局までお申し出く
ださい。

・広報・記録用にワークショップの様子を撮影
（写真、動画）させていただきます。撮られ
ると困るという方は目印となるバッチをお渡
ししますので事務局までお知らせください。



本日の流れ



第1部：オリエンテーション 9:30〜9:40 【10分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/7分（arg）

第2部：グループワーク 9:40〜12:00 【140分】

1. 自己紹介・前回の振り返り/5分

2. お互いの制作中ポスターについて意見交換をしよう/20分

3. もらった意見をグループで共有しよう/5分

4. グループ対話・共創_テーマ1/45分

ポスターラフを基に、テーマ1のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

5. グループ対話・共創_テーマ2/45分

ポスターラフを基に、テーマ2のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- ワークショップのまとめ/10分（arg）

- おわりに、完成したポスターの活用について/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第5回プログラム構成案
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グルーブによっては
分担をして
同時進行しても
かまいません



はじめに



これまでの振り返り
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■鎌倉市役所現在地の利活用におけるポイント

鎌倉市役所（現在地）

～利活用の基本方針～

●市民サービスの提供・公共

施設再編と民間機能の導入

による賑わいや憩いの創出

鎌倉駅直近において様々な魅力を発信

することで鎌倉のブランド力向上・新

たなライフスタイルの提案・「住みた

いまち鎌倉」の実現を目指す。

「鎌倉市公的不動産利活用推進方針」より
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第1回レポート
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第2回レポート



開催概要

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第２回

◆開 催 日 ：令和３年（2021年）４月17日（土）

◆開催形式：オンライン

◆参加人数：31名

◆概 要：前回グループで対話を行った「新たな本庁舎」と「鎌

倉市役所現在地」の２つのテーマに対して“わたした

ちにとって”という視点で対話を深めました。

Outline

対話終了後のフォトセッションの様子
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1Theme
対話テーマ

新たな本庁舎の役割として、「困っている人に寄り添う」「ユニバーサルデザイン」「マイノリティの人達との自然な共

存」など利用者の多様性に配慮した「インクルーシブ」な場所とすることが重要であるというキーワードが挙がりました。

また、深沢地域と鎌倉市役所現在地の違いを理解した上で、深沢地域では「行政区域の場所の有効活用」を図り「音楽」や

「スポーツ」など「文化の発信地」となることが期待されていました。

Aグループ

2030年、わたしたちにとって新たな本庁舎の役割はどういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

・・・・・・・・・
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Theme
対話テーマ

鎌倉市役所現在地は、鎌倉駅直近かつ角地という「好立地」を活かし、「広場と図書館」「カフェや託児所」「市民向け

の」施設など「まず寄ってみる」「用事がなくても立ち寄れる」場所となると良いのではといった視点や、市民活動が盛ん

な地域であることを踏まえ、「新しい団体との交流」や「市民活動を活発に」行えるスペースが必要なのではないかという

視点で対話を行いました。また、鎌倉の歴史・文化について発信できる機能・ソフトの充実が必要なのではという視点でも

対話を行いました。

Aグループ

2 2030年、わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

・・・・・・・・・

費用感は要検討
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第3回レポート



開催概要

対話終了後のフォトセッションの様子

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第3回

◆開 催 日 ：令和3年（2021年）5月16日（日）

◆開催形式：オンライン

◆参加人数：22名

◆概 要：これまで行ってきた対話の内容を伝えるためのポスター

づくりに向けて、どんな人に、何を、なぜ、どこで伝え

たいかについてグループで話し合いました。

Outline
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何を伝えたい
どんな人たちに

伝えたい

•鎌倉市のそれぞれの地

域の人

•市長・市職員

•すべての人、特に若い

世代、子育て世代

•鎌倉市民（鎌倉市をよ

く知らない、好きじゃ

ない人も含めて）

•中学生、高校生、大学

生（学生の「鎌倉好

き」の想いを実行力に

つなげる）

•深沢地域と鎌倉市役所現在地の違

い・あり方の方向性

•インクルーシブな鎌倉（多様性）

•今ある最低限の機能＋デジタル化

の推進（デジタル・リアルが上手

く融合し苦手な人も安心できる）

•つながる、つなげるというテーマ

（人と人、新と旧、世代間、地域

間、鎌倉内と外、鎌倉と世界）

•多世代の交流・コミュニティの場

•みんなで創っていく場、市民のコ

ミュニティに職員が入っていくよ

うな双方向の形も実現していきた

い。

•「集まれる」ことの大切さ

•おしゃべりしたり、体を動かして

遊んだりする場所が必要

A

B

C

E

F

•市のやりたいことを伝え

てもらった上で、合議を

進めて欲しい

•鎌倉駅のロータリー

等の誰でも目がつく

ところ

•何が変わるのか、変わるこ

とで生活がどう変化し、ど

う楽しくなるか

•職員に対しては市役

所内、市民に対して

は回覧版やお店

•多くの市民に関心を持っ

てもらいたい

•市役所、公共施

設、学校、駅、広

報、WEB・SNS

•理解を深めて欲しい。

•地域の人が知ることで地域

力を上げたい。

•何気なく市民が通

り過ぎる場所

•YouTubeなど

•学校の掲示板

•鎌倉市のSNS

•「集まれる」ことにより交

流やつながりが生まれる

なぜ伝えたい どこで伝えたい

対話テーマ１
Theme

2030年、わたしたちにとって新たな本庁舎の役割はどういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

・・・・・・・・・

グ
ル
ー
プ

※Dグループは人数等を考慮し各グループに割り振りました。20



•市民17万人

•行政

•市民の皆さん

（何がしたいかを市民

自身で考える）

•住んでいてもイベン

トなどの情報を知る

機会が少ない人

•深沢地域に移転する理由

•ヴィジョンを示し合意が得られ

てきたらワクワクするテーマを

•素敵な図書館が欲しい

•分かりやすく示してほしい
•内容によって伝える場所

も決まってくる

•子育て世代・子ども・若者を支

える場所であって欲しい

•若い子（中高生）が参加でき

る、やりたいことを実現できる

場が必要

•子どものための場所が少な

い

•鎌倉らしさを大事にしたい

•職員に対しては市役所内

•市民に対しては回覧版や

電車、駅

•鎌倉を知るハブ機能であって欲

しい

•古い鎌倉・新しい鎌倉どちらも

意識

•災害時にも役立つ

•古い鎌倉・新しい鎌倉どち

らも伝えたい

•歴史を大切にしつつ、未来

に進んでいく新しい鎌倉を

伝えたい

•WEBメディア（youtube、

SNS）

•動画で効果的に伝える

•図書館や歴史を感じられる場所

ができ、そこに気軽に立ち寄れ

るようになって欲しい

•発表の機会や、交流が生まれる

場所にしたい

•Youtube

•ポスターなどの紙媒体

•鎌倉の情報を知る機会が少

ないので、住民にとっての

「情報センター」のような

場所が必要

対話テーマ２
Theme

・・・・・・・・・
2030年、わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

A

B

E

F

何を伝えたい
どんな人たちに

伝えたい なぜ伝えたい どこで伝えたい

グ
ル
ー
プ

※Dグループは人数等を考慮し各グループに割り振りました。

※Cグループは時間の都合上、テーマ２を実施しませんでした。
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開催概要

1
対話終了後のフォトセッションの様子

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第4回

◆開 催 日 ：令和3年（2021年）7月11日（日）

◆開催形式：現地開催

◆参加人数：18名

◆概 要：これまでの議論や前回作成したポスター計画書をもと

に、各グループでポスターのラフ案を作成しました。

ポスターの形式にまとめる過程で、各グループが大切に

している想いや、伝えたいメッセージを抽出し、まとめ

ることができました。

Outline
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■市民対話ワークショップ：ポスターラフ グループA

テーマ①（本庁舎） テーマ②（現在地）
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■市民対話ワークショップ：ポスターラフ グループB

テーマ①（本庁舎） テーマ②（現在地）
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■市民対話ワークショップ：ポスターラフ グループC

テーマ①（本庁舎） テーマ②（現在地）
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■市民対話ワークショップ：ポスターラフ グループE

テーマ①（本庁舎） テーマ②（現在地）
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■市民対話ワークショップ：ポスターラフ グループF

テーマ①（本庁舎） テーマ②（現在地）
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〈共創〉ワークショップ
プログラムについて



■市民対話ワークショップ：目標

「周知・意見聴取」といった1方向のコミュニケーション
から〈共創〉ネットワーク型の市民参画へ

〈共創〉に取り組んできた鎌倉市だからこそできる
地域を「共につくる」ワークショップの実践

※共創とは：ともに考え、ともに創ること
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■市民対話ワークショップ：全5回の流れ

オンライン開催

対面開催

第1回：3月 第2回：4月 第3回：5月 第4回：7月 第5回：10月

新たな本庁舎の役割を考え、使い方を創造する

鎌倉市役所現在地の場所性を考え、あり方を想像する

想いを形にし、共有するためのポスターをつくる

オリエン

市民が持続的にプロセスに参加することができる機会を創出し、

こうした市民の参加を、実践としての「共創」へとつないでいく
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第1回、第2回で取り組んだ2つのテーマ

それぞれのテーマで考え、対話した中で
最も大切にしたいことを、

ポスターにしてみんなに伝えましょう！

〈対話・共創テーマ1〉

2030年、

わたしたちにとって新たな本庁舎の役割は

どういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

〈対話・共創テーマ2〉

2030年、

わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

■市民対話ワークショップ：目標
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みんなが持続的に参加できる
〈共創〉のプロジェクトへ

みんなでポスターをつくり、
ポスターを通じて想いを共有する

■市民対話ワークショップ：目標
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本日のグループワーク



第1部：オリエンテーション 9:30〜9:40 【10分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/7分（arg）

第2部：グループワーク 9:40〜12:00 【140分】

1. 自己紹介・前回の振り返り/5分

2. お互いの制作中ポスターについて意見交換をしよう/20分

3. もらった意見をグループで共有しよう/5分

4. グループ対話・共創_テーマ1/45分

ポスターラフを基に、テーマ1のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

5. グループ対話・共創_テーマ2/45分

ポスターラフを基に、テーマ2のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- ワークショップのまとめ/10分（arg）

- おわりに、完成したポスターの活用について/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第5回プログラム構成案
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グルーブによっては
分担をして
同時進行しても
かまいません



■市民対話ワークショップ：本日のグループワークの進め方

改めて自己紹介、
前回までに対話した内容を
グループで振り返り、

共有する

つくっているポスターは
伝わるかたちになっているか、
グループ同士でレビューをする

ポスターのラフを
ブラッシュアップする
（赤入れ、テキスト執筆、
写真・イラスト配置など）

1 2 3

？
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■レビューのイメージ ※現地集合開催の場合

Aグループ

お互いの制作しているポスター

テーマ1・2（×2グループ）

それぞれについて各5分ずつレビュー

Bグループ

CグループEグループ

Fグループ

36

A
A

A A

B
B

B

B B

C
C

E
E E

C
C

E E

F
F

F
F

F



d）どこで伝えたい

■市民対話ワークショップ：ポスターにどのようなメッセージを込めるのか、レビューのポイント

c）なぜ伝えたい

b）何を伝えたい

a）どんな人たちに伝えたい

•鎌倉に誇りを持つみなさん

•鎌倉で生まれ育った中高生

•鎌倉へ移住してきたみなさん

•市役所で働くみなさん

等…

みんなで考えてみよう

•関心を持ってほしい

•共創に参加してほしい

•コミュニケーションしたい

•想いを実現したい

等…

•市役所、図書館等の

公共施設

•学校

•駅

•まちなか

•ウェブ

等…
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レビューのポイント

伝えたい人たちが自然と気になる

ようなポスターになっているか？

レビューのポイント

どんな思いでつくったものか

伝わってくるか？

レビューのポイント

誤解なく伝わるかたちに

なっているか？



もらったレビューをもとに
ブラッシュアップ・完成

■市民対話ワークショップ：ポスター制作
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テキストの

完成

追加素材の

レイアウト

レイアウトの

再検証

メッセージの

ブラッシュアップ
など



■市民対話ワークショップ：ブラッシュアップのイメージ
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第1部：オリエンテーション 9:30〜9:40 【10分】

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと本日のワークショップの進め方について/7分（arg）

第2部：グループワーク 9:40〜12:00 【140分】

1. 自己紹介・前回の振り返り/5分

2. お互いの制作中ポスターについて意見交換をしよう/20分

3. もらった意見をグループで共有しよう/5分

4. グループ対話・共創_テーマ1/45分

ポスターラフを基に、テーマ1のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

5. グループ対話・共創_テーマ2/45分

ポスターラフを基に、テーマ2のポスターのブラッシュアップをしよう

＜休憩/5分＞

第3部：共有 12:00〜12:30 【30分】

- 全体発表（ポスターの中間報告）：3分×5グループ/15分

- ワークショップのまとめ/10分（arg）

- おわりに、完成したポスターの活用について/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く

■市民対話ワークショップ：第5回プログラム構成案
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グルーブによっては
分担をして
同時進行しても
かまいません



■市民対話ワークショップ：宿題

もし追加したい写真があれば

メールで提出してください
• 自身で撮った写真に限ります
• 前に撮ったものも、新たに撮ったものもOK
• 肖像権（プライバシー権）に注意すること
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